
海寧

杭州
西興

蕭山

上虞

余姚 舟山

東海

銭塘江

杭州湾

慈溪

寧波

奉化

嵊州

天台

仙居

臨海
三門

椒江

黄岩

温岭

紹興

台州

諸曁

新昌

浙東運河

括
蒼
山

会
稽
山

天
台
山

四
明
山曹娥江

溪口

唐詩道の大道
唐詩道の小道

森
々
た
る
林
木・天
目
山

「
浙
東
唐
詩
の
道
」は
山
水・人
文
の
道
で
あ
り
な
が

ら
、儒
学
、仏
教
、道
教
、茶
道
や
陶
芸
等
様
々
な

文
化
を
融
合
し
た
宝
庫
で
も
あ
る
。杭
州
の
北
西

部
に
位
置
す
る
天
目
山
は
、儒・道・仏
教
三
教
の
名

山
で
、正
し
く
文
化
至
宝
の
結
晶
で
あ
る
。特
に
仏

教
の
方
は
、各
時
代
に
お
い
て
イ
ン
ド
や
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
と
の
交
流
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
き
た
。そ
し

て
、こ
の
山
は
日
本
臨
済
宗
•
永
源
寺
派
の
発
祥
地

で
も
あ
る
。

重
み
の
あ
る
文
化
を
持
ち
な
が
ら
、天
目
山
は
生
き

生
き
と
す
る
万
物
成
長
の
活
気
を
も
持
っ
て
い
る
。

よ
く
「
天
目
千
重
秀
、林
木
十
里
深
」（
天
目
山
の

山
々
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
い
て
非
常
に
秀
麗
で
あ

る
。こ
ん
も
り
と
茂
っ
た
林
木
が
十
里
の
深
さ
も
あ

る
）と
言
わ
れ
る
。天
目
山
は「
森
林
公
園
」や「
大

樹
王
国
」と
称
さ
れ
、茂
る
高
い
木
で
構
成
さ
れ
る

江
南
特
有
の
森
林
景
観
を
持
ち
、数
万
数
千
種
の

動
物・植
物
が
共
生
す
る
生
態
系
を
形
成
し
て
い
る

の
で
、世
界
中
に
滅
多
に
な
い「
種
の
遺
伝
子
宝
庫
」

だ
と
も
称
さ
れ
る
。そ
れ
に
茶
の
木
が
天
目
山
脈
で

遍
く
分
布
し
て
い
る
。唐
代
の
茶
聖
陸
羽
が
隠
居
し

、有
名
な
茶
葉
百
科
事
典『
茶
経
』を
書
い
た
の
も
、

こ
の
天
目
山
の
中
で
あ
っ
た
。

文
人
の
帰
る
場
所・西
泠
印
社

1
9
0
4
年
、杭
州
城
の
西
泠
橋
畔
。意
気
投
合
す
る
四
名
の
中
国
篆
刻
家
が
、中
国
現

存
の
最
も
長
い
歴
史
を
持
つ
文
人
団
体
、篆
刻
専
門
の
団
体
で
あ
る「
西
泠
印
社
」を
結

成
し
た
。西
泠
印
社
の
中
で
、メ
ン
バ
ー
達
が
作
画
し
た
り
、詩
吟
を
し
た
り
、秘
蔵
を
鑑

賞
し
た
り
、お
茶
を
飲
み
な
が
ら
雑
談
を
し
た
り
、色
ん
な
風
流
を
遊
び
し
た
り
し
て
、

千
年
前
の
杭
州
と
同
じ
よ
う
に
、文
人
の「
雅
」と
江
南
の「
詩
」が
何
時
で
も
見
ら
れ
る
。

西
泠
印
社
は
海
外
と
の
文
化
交
流
を
頻
繁
に
行
わ
れ
て
き
た
。そ
の
中
に
、日
本
の
書
法・

篆
刻
界
と
の
交
流
が
最
も
多
い
。実
は
、西
泠
印
社
が
結
成
さ
れ
る
前
に
、日
本
の
印
人
河

井
仙
郎
が
既
に
名
声
を
慕
っ
て
来
て
、後
の
社
長
呉
昌
碩
の
元
で
印
学
を
学
ん
だ
。そ
し
て

、彼
は
と
う
と
う
日
本
印
学
一
時
の
師
匠
と
な
っ
た
。初
期
西
泠
印
社
も
う
一
人
の
社
員
長

尾
甲
も
、呉
昌
碩
家
の
隣
で
三
年
間
住
ん
で
い
た
。今
も
見
え
る
が
、西
泠
印
社
の
北
の
石

壁
に
刻
ま
れ
る「
印
泉
」の
二
文
字
は
、即
ち
長
尾
甲
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。

水
光
瀲
艶
晴
方
好

（
水
光
瀲
艶
と
し
て
晴
れ
て
方
に
好
し
）

山
色
空
蒙
雨
亦
奇

（
山
色
空
濛
と
し
て
雨
亦
奇
な
り
）

欲
把
西
湖
比
西
子
（

若
し
西
湖
を
把
へ
て
西
子
に
比
す
れ
ば
）

淡
粧
濃
抹
総
相
宜

（
淡
粧
濃
抹
總
て
相
ひ
宜
し
）」

1
4
‐
1
6
世
紀
に
、
多
く
の
日
本
禅
僧
が
中
国

に
留
学
し
に
来
た
。
彼
ら
が
杭
州
西
湖
に
出
会
っ

た
ら
、
帰
る
こ
と
も
忘
れ
る
ほ
ど
あ
っ
と
い
う
間
に

魅
せ
ら
れ
た
。
そ
の
杭
州
西
湖
へ
の
憧
憬
は
、
今

に
な
っ
て
も
消
え
て
い
な
い
。

「
多
く
の
人
が
、
西
湖
に
似
て
い
る
日
本
の
名
勝
地

を
取
り
出
し
、
西
湖
だ
と
思
っ
て
、
梅
の
下
で
友
と

酒
を
飲
み
な
が
ら
、
詩
歌
を
作
る
。
庭
園
を
造
る

時
も
、
西
湖
を
象
っ
て
ス
ポ
ッ
ト
を
取
り
入
れ
る
。」

早
稲
田
大
学
の
内
山
精
也
教
授
の
言
っ
た
よ
う
に
、

無
数
の
素
晴
ら
し
い
景
色
が
西
湖
を
飾
る
が
、
西

湖
は
華
や
か
な
珍
宝
の
よ
う
に
、
人
々
の
目
を
輝

か
せ
る
。

「

詩
と
画
の
憧
憬・西
湖

海
客
谈
瀛
洲
烟
涛
微
茫
信
难
求
越
人
语
天
姥
云
霞
明
灭
或

可
睹
天
姥
连
天
向
天
横
势
拔
五
岳
掩
赤
城
天
台
四
万
八
千

丈
对
此
欲
倒
东
南
倾
我
欲
因
之
梦
吴
越
一
夜
飞
度
镜
湖
月

湖
月
照
我
影
送
我
至
剡
溪
谢
公
宿
处
今
尚
在
渌
水
荡
漾
清

猿
啼
脚
著
谢
公
屐
身
登
青
云
梯
半
壁
见
海
日
空
中
闻
天
鸡

千
岩
万
转
路
不
定
迷
花
倚
石
忽
已
暝
熊
咆
龙
吟
殷
岩
泉
栗

深
林
兮
惊
层
巅
云
青
青
兮
欲
雨
水
澹
澹
兮
生
烟
列
缺
霹
雳

丘
峦
崩
摧
洞
天
石
扉
訇
然
中
开
青
冥
浩
荡
不
见
底
日
月
照

耀
金
银
台
霓
为
衣
兮
风
为
马
云
之
君
兮
纷
纷
而
来
下
虎
鼓

瑟
兮
鸾
回
车
仙
之
人
兮
列
如
麻
忽
魂
悸
以
魄
动
恍
惊
起
而

长
嗟
惟
觉
时
之
枕
席
失
向
来
之
烟
霞
世
间
行
乐
亦
如
此
古

来
万
事
东
流
水
别
君
去
兮
何
时
还
且
放
白
鹿
青
崖
间
须
行

即
骑
访
名
山
安
能
摧
眉
折
腰
事
权
贵
使
我
不
得
开
心
颜

浙
東
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唐
詩
の
道

古
来
よ
り
、中
国
の
文
人
墨
客
は
山
水
に
親
し
ん
で
き
た
。特
に
浙
江

省
は
、そ
の
秀
麗
な
山
々
と
清
ら
か
な
水
を
も
っ
て
、李
白
や
杜
甫
を
含

む
数
百
人
の
詩
人
を
魅
了
し
た
。こ
こ
で
は
、詩
人
達
が
1
5
0
0
編

余
り
の
傑
作
を
残
し
た
。高
い
志
を
抱
え
る
彼
ら
は
自
分
の
足
で
世
界

を
測
り
、そ
の
足
跡
が
道
と
な
り
、現
在
の
浙
東
唐
詩
の
道
を
な
し
た
。

銭
塘
江
畔
に
位
置
す
る
杭
州
の
西
興
渡
し
場
を
起
点
と
し
、こ
の
道
は

浙
東
運
河
̶
曹
娥
江
̶
椒
江
を
幹
線
と
し
、杭
州
、寧
波
、紹
興
、台

州
、舟
山
の
5
つ
の
町
を
通
っ
て
い
る
。そ
れ
は
山
を
越
え
、谷
を
渡
り
、

渓
流
や
川
を
受
け
入
れ
、全
長
が
2
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
く
も
あ
る

文
学
の
道
、山
水
の
道
、巡
礼
の
道
で
あ
る
。

初
唐
四
傑

飲
中
八
仙

中
唐
三
俊

晚
唐
三
羅

良
い
夢
の
境
地
み
た
い
な
江
南
に
、見
所
は
半
分
杭
州
に
あ
る
。杭
州
は
今
浙
江

省
の
首
都
で
あ
り
、嘗
て
の
呉
越
国
と
南
宋
の
国
都
で
も
あ
っ
た
。秦
朝
に
県
が

設
置
さ
れ
て
以
来
、既
に
2
2
0
0
年
以
上
の
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。

「
山
寺
月
中
桂
子
を
尋
ね
、郡
亭
枕
上
潮
頭
を
看
る
」（
霊
隠
寺
で
輝
か
し
い
月

の
中
の
桂
を
尋
ね
、郡
亭
に
登
っ
て
横
に
な
り
な
が
ら
起
伏
す
る
銭
塘
江
の
大
潮

を
見
る
）。杭
州
に
は
、人
々
の
心
を
引
く
興
味
深
い
逸
話
も
あ
る
し
、高
い
山
と

長
い
水
が
互
い
に
引
き
立
つ
雄
大
な
景
色
も
あ
る
。こ
の
境
地
が
文
人
墨
客
に
深

く
愛
さ
れ
る
故
に
、こ
の
詩
の
次
の
文
句
が
生
ま
れ
た
。大
詩
人
白
居
易
が
曰
く

「
江
南
を
憶
う
、最
も
憶
う
は
是
れ
杭
州
」
。杭
州
の
霧
の
よ
う
な
細
か
い
雨
、さ

ら
さ
ら
流
れ
る
川
水
に
伴
っ
て
、浙
東
唐
詩
の
道
が
延
々
と
伸
び
て
い
く
。

江
南
偲
ん
で
、杭
州
一
番
が
懐
か
し
い

杭
州

浙
東
·
唐
詩
の
道
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山
水
に
情
を
宿
す・蘭
亭

唐
詩
の
道
が
通
る
紹
興
で
は
、と
う
の
昔
に
、東
晋
時
代
に
お
い
て
既
に「
詩
意
」が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。今
よ
り
二
千
年
余
り
前
の
あ
る
初
春
、王
羲
之
が
士
族
の
文
人
達
と
会
稽
郡
山
陰

城
の
蘭
亭
で
宴
を
開
い
た
。そ
こ
は
王
羲
之
の
家
中
の
庭
園
だ
っ
た
。觴
を
く
ね
く
ね
と
流
れ
下
が

る
曲
水
に
置
い
て
、止
ま
っ
た
ら
人
々
は
酒
を
飲
ん
で
自
作
の
詩
を
朗
詠
し
た
。そ
の
後
、で
き
た

詩
を
詩
集
に
編
ん
だ
。酒
に
酔
い
な
が
ら
、書
聖
王
羲
之
が
興
に
乗
じ
て
筆
を
走
ら
せ
、序
文
を

書
き
あ
げ
た
。こ
れ
で
、「
天
下
第
一
行
書
」の『
蘭
亭
集
序
』が
誕
生
し
た
。

「
此
の
地
に
、崇
山
峻
領
、茂
林
脩
竹
有
り
。又
、清
流
激
湍
有
り
て
、左
右
に
暎
帯
す
。引
き
て

以
て
流
觴
の
曲
水
と
為
し
、其
の
次
に
列
坐
す
。」
紹
興
の
風
貌
は
、正
し
く『
蘭
亭
集
序
』の
書
い

た
通
り
、そ
よ
風
が
吹
く
と
、竹
の
葉
が
ゆ
る
り
と
地
に
落
ち
、輝
か
し
い
太
陽
の
下
で
波
光
が
煌

め
く
。高
山
流
水
の
ご
く
小
さ
な
変
化
に
よ
っ
て
、文
人
達
が
無
量
の
感
慨
を
覚
え
る
。

紹
興
の
南
西
の
山
奥
に
、蘭
亭
庭
園
が
今
も
残
さ
れ
て
い
る
。そ
れ
は
明
時
代
に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
、流
觴
曲
水
を
中
心
と
し
て
、周
り
に
亭
台
楼
閣
や
池
等
の
景
観
を
設
置
し
た
。蘭
亭
の
雅

集
は
既
に
代
々
の
風
習
と
な
っ
て
い
る
。景
を
通
し
て
情
を
表
し
、或
い
は
景
に
触
れ
て
情
を
催
す

の
が
、ど
う
や
ら
中
国
文
人
達
共
通
の
気
晴
ら
し
方
法
に
な
っ
て
い
る
ら
し
い
。

詩
の
渓
流・若
耶
渓

神
秘
的
な
色
合
い
に
満
ち
て
い
て
、悠
久
の
歴
史
を
語
る
若
耶
渓
は
紹
興
の
東
南
部
を
流

れ
て
い
る
。今
は
、平
水
江
と
名
付
け
ら
れ
た
。他
の
大
河
の
よ
う
に
高
名
を
持
た
ず
、若

耶
渓
は
た
だ
黙
々
と
幾
千
の
岩
や
谷
を
越
え
て
北
の
鏡
湖
に
注
ぐ
物
静
か
な
渓
流
で
あ

る
が
、そ
れ
に
関
わ
る
多
く
の
神
話
や
伝
説
が
伝
わ
れ
て
い
る
。伝
説
に
よ
る
と
、太
古
時

代
に
、帝
王
大
禹
が
洪
水
を
治
め
る
コ
ツ
を
書
い
て
あ
る
天
書
を
得
た
の
は
、こ
の
渓
流
の

畔
だ
っ
た
と
い
う
。そ
し
て
、製
剣
の
始
祖
と
さ
れ
る
欧
冶
子
が
こ
の
渓
流
の
畔
で
伝
説
の

神
剣
を
作
っ
た
話
も
あ
る
。

「
起
坐
魚
鳥
間
、動
揺
山
水
影
。」

唐
代
詩
人
崔
顥
は
先
人
の
跡
を
追
い
、船
に
乗
っ
て
若
耶
渓
を
堪
能
し
た
。周
り
の
深
い
森

と
雲
に
包
ま
れ
な
が
ら
、彼
は
船
の
上
に
目
を
走
ら
せ
、思
い
を
馳
せ
た
。座
る
時
に
仰
い

で
空
を
飛
ぶ
鳥
た
ち
を
見
、立
つ
時
に
俯
い
て
水
を
遊
ぶ
魚
群
を
見
た
。軽
い
船
が
巍
巍
た

る
青
山
の
投
影
を
揺
ら
し
た
。

そ
の
後
、山
水
詩
人
孟
浩
然
、侍
僧
皎
然
等
々
、益
々
多
く
の
唐
代
詩
人
が
流
れ
に
従
っ
て

南
下
し
た
。紹
興
若
耶
渓
、文
人
墨
客
に
と
っ
て
、徐
々
に
愛
ら
し
い
心
の
帰
り
場
所
と
な

り
、山
川
を
遊
歴
し
、世
の
中
の
清
流
を
尋
ね
る
為
に
必
ず
通
る
場
所
と
な
っ
た
。

詩
人
と
仙
人
と
の
出
会
い・神
仙
居

「
海
客
瀛
洲
を
談
ず
、煙
濤
微
茫
に
し
て
信
に
求
め
難
し
と
。越
人
天
姥
を
語
る
、雲
霓
明
滅
或
は

睹
る
可
し
と
。」

天
姥
山
を
謳
歌
す
る
詩
文
の
中
に
、大
詩
人
李
白
の『
夢
遊
天
姥
吟
留
別
』は
そ
の
最
も
輝
か
し
い

一
編
だ
と
言
え
る
。李
白
は
中
国
全
土
を
巡
り
、
無
数
の
山
水
を
見
て
き
た
が
、
夢
に
ま
で
見
る
ほ

ど
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
天
姥
山
だ
け
だ
っ
た
。『
臨
海
県
誌
』に
よ
る
と
、
天
姥
山
は
現
在
の
台
州

市
仙
居
県
の
神
仙
居
景
勝
地
内
に
位
置
し
て
い
て
、
立
ち
込
め
る
仙
雲
の
中
に
隠
れ
た
り
、
現
れ

た
り
し
て
、仙
境
で
は
な
い
が
、そ
の
風
景
が
仙
境
に
も
勝
る
と
い
う
。

「
霓
を
衣
と
為
し
風
を
馬
と
為
し
、
雲
の
君
紛
紛
と
し
て
來
り
下
る
。虎
は
瑟
を
鼓
し
鸞
は
車
を

回
ら
し
、仙
の
人
列
る
こ
と
麻
の
如
し
。」

七
彩
の
虹
を
衣
裳
に
し
、
馬
に
乗
る
よ
う
に
長
風
を
制
御
し
、
雲
中
の
仙
人
が
紛
紛
と
し
て
天
姥

山
に
下
り
て
き
た
。山
中
の
虎
は
彼
ら
の
為
に
瑟
を
鼓
し
、
鸞
鳥
は
車
を
回
ら
す
。ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な

李
白
の
夢
だ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
幻
の
景
色
が
神
仙
居
で
見
ら
れ
る
。神
仙
居
は
地
質
構
造
が

独
特
で
、
険
し
い
山
々
が
幾
重
に
も
重
な
っ
て
い
て
、
千
変
万
化
の
姿
を
し
て
い
る
。生
い
茂
っ
た
草

木
に
覆
わ
れ
、
正
に
大
自
然
の
傑
作
だ
。仙
境
だ
か
ら
、
当
然
普
通
の
景
勝
地
と
は
違
う
。朝
に
な

る
と
、
色
と
り
ど
り
の
陽
光
が
雲
霧
を
彩
る
。雲
が
清
風
に
吹
か
れ
、
巻
い
た
り
広
が
っ
た
り
す
る

と
、仙
人
が
今
に
下
り
て
く
る
じ
ゃ
な
い
か
と
人
々
に
思
わ
せ
る
。そ
れ
で
、こ
こ
は
神
仙
が
住
居
す

る
場
所
だ
と
命
名
さ
れ
た
。

山
水
と
禅・天
台
山

地
面
か
ら
突
き
出
す
平
台
み
た
い
な
形
を
す
る
か
ら
、そ
し
て
太
古
の
時
代
に
仙
人
が
こ

こ
に
住
ん
で
い
た
と
い
う
伝
説
に
よ
っ
て
、天
台
山
は「
瓊
台
仙
谷
」の
美
称
を
も
付
け
ら

れ
た
。「
龍
楼
鳳
闕
不
肯
住
、飛
騰
直
欲
天
台
去（
龍
楼
鳳
闕
に
住
む
の
が
喜
ば
な
く
、飛

騰
し
て
天
台
に
行
き
た
い
）」
李
白
に
こ
れ
ほ
ど
賛
嘆
さ
れ
た
。つ
ま
り
、華
や
か
な
楼
台

も
、天
台
山
の一
山
一
水
と
悠
々
自
適
な
隠
居
生
活
に
敵
わ
な
い
こ
と
だ
。

隋
時
代
に
、中
国
最
初
の
仏
教
宗
派
の
天
台
宗
が
天
台
山
で
誕
生
し
た
。そ
の
創
始
者
の

意
に
従
っ
て
、人
々
は
天
台
山
で
有
名
な「
国
清
寺
」を
建
立
し
た
。沢
山
の
高
僧
が
国
清

寺
に
住
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。唐
代
の
高
僧
鑑
真
大
師
が
日
本
に
東
渡
す
る
前
に
、わ
ざ
わ
ざ

国
清
寺
を
訪
ね
て
礼
拝
し
た
。そ
の
後
、日
本
の
留
学
僧
最
澄
が
天
台
山
に
や
っ
て
き
て
経

典
を
求
め
、帰
国
し
た
後
、日
本
で
延
歴
寺
を
建
立
し
、日
本
天
台
宗
を
開
い
た
。

国
清
寺
で
は
、無
数
の
歴
史
的・人
文
的
な
重
宝
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。唐
代
に
、寒
山
と

拾
得
の
二
名
の
賢
者
が
前
後
と
し
て
国
清
寺
で
戒
を
受
け
、僧
侶
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
あ

る
。寒
山
は
有
名
な
詩
僧
で
、天
台
山
の
逸
話
や
仏
教
の
出
世
思
想
を
二
語
三
語
で
語
れ

る
。そ
の
言
葉
が
分
か
り
や
す
い
上
に
、意
味
深
い
禅
意
が
込
め
ら
れ
た
の
で
、寒
山
の
詩
が

日
本
の
民
衆
に
も
愛
さ
れ
て
い
る
。と
う
の
昔
の
宋
代
に
、既
に
中
国
に
や
っ
て
き
た
日
本
学

者
を
通
じ
て
、日
本
ま
で
広
が
っ
た
。

海
上
の
仙
山・普
陀
山

「
縹
渺
雲
飛
海
上
山
（
縹
渺
た
る
雲
が
海
上
の
山
の
頂
上
を
漂
う
）」
は
元
代
の
楷
書
大

師
趙
孟
頫
が
舟
山
に
位
置
す
る
普
陀
山
を
描
く
詩
句
。
普
陀
山
は
広
い
海
に
聳
え
立
ち
、

島
で
あ
り
な
が
ら
山
で
も
あ
る
。

「
澗
草
岩
花
多
瑞
気
、
石
林
水
府
隔
塵
寰
。（
谷
川
の
草
や
岩
山
の
花
が
瑞
気
多
く
、

石
林
と
水
府
が
浮
世
を
隔
て
る
）」
透
き
通
っ
た
谷
川
の
水
が
草
木
を
灌
漑
し
、
花
が
岩

山
で
盛
ん
に
咲
い
て
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
美
し
い
景
色
が
奇
怪
な
山
と
広
大
な
海
洋
の
中
に
あ

る
か
ら
、
普
陀
山
を
よ
り
一
層
神
秘
的
で
、
秀
麗
に
し
た
。
普
通
の
海
島
で
は
、
森
と
な

れ
る
ほ
ど
木
が
多
く
な
い
が
、
普
陀
山
だ
け
は
木
が
茂
っ
て
い
て
、
高
齢
の
樟
も
彼
方
此

方
に
あ
る
。

普
陀
山
は
中
国
仏
教
四
大
名
山
の
一つ
で
、
景
勝
地
に
は
大
小
の
お
寺
が
林
立
し
て
い
る
。

そ
の
中
に
、
普
済
禅
寺
、
恵
済
禅
寺
、
法
雨
禅
寺
が
最
も
有
名
で
あ
る
。
そ
し
て
山
に
は
、

南
海
観
音
の
大
像
が
佇
立
し
て
い
る
。
普
陀
山
で
は
、
一
本
の
草
や
木
、
一
枚
の
葉
や
一
輪

の
花
で
も
仏
の
光
を
浴
び
な
が
ら
盛
ん
に
成
長
し
て
い
る
。
こ
れ
だ
か
ら
、趙
孟
頫
が
「
何

幸
凡
身
到
此
間
（
凡
人
と
し
て
こ
の
間
に
入
れ
て
何
と
幸
せ
だ
）」
と
感
嘆
し
た
。
ち
っ

ぽ
け
な
人
間
が
、
こ
の
仙
山
に
来
て
、
佛
光
を
浴
び
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
、
何
と
い
う

幸
運
だ
ろ
う
。

李
白
の
詩
が
曰
く「
此
行
不
為
鱸
魚
鱠
、自
愛
名
山
入
剡
中（
此
行
鱸
魚
の
鱠
の

為
な
ら
ず
、自
ら
名
山
を
愛
し
て
剡
中
に
入
る
）」
。詩
人
達
が
万
里
の
旅
を
す

る
の
は
、決
し
て
腹
を
膨
ら
ま
せ
る
た
め
で
は
な
く
、名
山
大
河
を
遊
歴
す
る
為

で
あ
っ
た
。そ
し
て
、山
や
川
の
景
色
を
満
喫
す
る
の
に
、剡
中（
今
の
紹
興
嵊
州
、

新
昌
一
帯
）は
う
っ
て
つ
け
の
所
で
あ
る
。

紀
元
前
4
9
0
年
、春
秋
戦
国
時
代
に
、越
王
勾
践
は
会
稽
山
近
く
の
平
原
で

国
都
を
築
き
上
げ
た
。古
称
「
大
越
」の
そ
の
町
は
、今
の
紹
興
に
当
た
る
。書
聖

王
羲
之
が
い
る
東
晋
時
代
に
、紹
興
は
会
稽
郡
と
称
さ
れ
、当
時
全
国
で
最
も
繁

栄
し
た
大
郡
と
な
っ
た
。2
5
0
0
年
余
り
の
歴
史
を
持
ち
、詩
人
達
に
深
く
愛

さ
れ
る
名
山
大
河
が
あ
る
の
に
、紹
興
は
そ
の
町
中
を
緩
や
か
に
通
る
剡
渓
と
同

じ
性
格
で
、落
ち
着
き
が
あ
っ
て
、淡
々
と
し
て
い
る
。

自
ら
名
山
を
愛
し
て
剡
中
に
入
る

紹
興

山
高
水
長
の
台
州
に
は
、
最
も
代
表
的
な
浙
江
風
景
が
あ
る
。
行
雲
、
流
水
、

林
木
及
び
険
し
い
山
。
李
白
の
詩
が
言
っ
た
よ
う
に
、
台
州
を
歩
む
と
、
起
伏

す
る
青
山
は
連
な
る
青
い
玉
環
の
よ
う
に
四
方
八
方
か
ら
旅
人
を
囲
む
。

山
の
逞
し
さ
は
心
を
静
め
る
が
、
軽
や
か
に
漂
う
雲
や
水
は
詩
人
の
思
い
を
遠
く

ま
で
連
れ
て
い
く
。
こ
れ
こ
そ
が
、
台
州
の
山
水
に
秘
め
ら
れ
た
力
、
人
々
に
憂

愁
を
忘
れ
さ
せ
る
力
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
多
く
の
文
人
達
が
次
々
と
台
州
へ
の

旅
に
踏
み
出
し
た
。

碧
玉
連
環
し
て
八
面
の
山

台
州

山
高
水
長
の
台
州
に
は
、
最
も
代
表
的
な
浙
江
風
景
が
あ
る
。
行
雲
、
流
水
、

林
木
及
び
険
し
い
山
。
李
白
の
詩
が
言
っ
た
よ
う
に
、
台
州
を
歩
む
と
、
起
伏

す
る
青
山
は
連
な
る
青
い
玉
環
の
よ
う
に
四
方
八
方
か
ら
旅
人
を
囲
む
。

山
の
逞
し
さ
は
心
を
静
め
る
が
、
軽
や
か
に
漂
う
雲
や
水
は
詩
人
の
思
い
を
遠
く

ま
で
連
れ
て
い
く
。
こ
れ
こ
そ
が
、
台
州
の
山
水
に
秘
め
ら
れ
た
力
、
人
々
に
憂

愁
を
忘
れ
さ
せ
る
力
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
多
く
の
文
人
達
が
次
々
と
台
州
へ
の

旅
に
踏
み
出
し
た
。

凡
人
と
し
て
こ
の
間
に
入
れ
て
何
と
幸
せ
だ

舟
山
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